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本
年
４
月
１
日
に
看
護
部
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
紙
面
を
も
ち
ま

し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

当
院
は
、｢

信
頼
と
や
す
ら
ぎ
の

あ
る
医
療｣

、｢

専
門
性
と
倫
理
観
の

あ
る
医
療｣

、｢

地
域
に
貢
献
す
る
医

療｣

を
理
念
と
し
、
80
年
と
い
う
長

き
に
渡
り
、
地
域
の
方
々
の
期
待
や

信
頼
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
歴

史
の
重
さ
を
実
感
し
、
諸
先
輩
方
の

意
志
を
継
承
し
な
が
ら
、
誠
意
を
も
っ

て
看
護
部
の
運
営
に
携
わ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
度
は
�
２
０
２
５
年
問
題
�

を
見
す
え
た
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬

と
の
同
時
改
定
が
あ
り
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
分
担
の
明
確
化

と
、
地
域
に
お
け
る
連
携
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

医
療
は

｢

地
域
の
人
の
一
生
と
関
わ

り
を
も
つ｣

こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ご
存
知
の
と
お
り
、
当
同
友
会

は
、
病
院
を
中
心
に
、｢

藤
沢
ケ
ア

セ
ン
タ
ー｣

、｢

居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー｣

、｢

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン｣

、

｢

ラ
イ
フ
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス｣

を
有
し
、
さ
ら
に
、
昨
年
４
月

か
ら

｢

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業｣

を
始
め
て
、
ま
さ
に
地
域
の
方
々

の
健
康
を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
し
く
み
が
整
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

看
護
部
は

｢

地
域
社
会
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

心
温
か
い
看
護
を
提
供
す
る｣

を
理

念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
病
院
で
は
、

本
年
４
月
に
救
急
外
来
を
拡
充
し
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
も
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ

て
も
、
患
者
さ
ま
の
表
情
や
訴
え
に

傾
聴
し
、
看
護
者
と
し
て
実
践
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
何
か
を
考

え
て
い
く
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
病
院
だ
け
の
看
護
に
と
ど
ま
ら

ず
、
各
施
設
と
の
連
携
の
重
要
性
も

増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
連
携
を
取

る
た
め
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
自

分
自
身
が
患
者
さ
ま
や
利
用
者
さ
ま
、

ご
家
族
の
皆
様
の
立
場
で
あ
っ
た
な

ら
ば
ど
の
よ
う
な
看
護
を
受
け
た
い

の
か
を
考
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
そ
の
考
え
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
を
用
い
、
看
護
の
視
点

に
立
っ
て
関
係
職
種
と
検
討
し
て
い

く
事
と
考
え
ま
す
。
人
生
の
先
輩
方

が
多
い
患
者
さ
ま
や
利
用
者
さ
ま
の

思
い
を
考
え
受
け
止
め
る
た
め
に
は
、

熱
意
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
時
代

認
識
や
十
分
な
知
識
と
技
術
を
持
ち

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
思
い
の
意
味
を

理
解
し
伝
え
る
力
を
も
て
る
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
看
護
職
の
継

続
教
育
は
必
要
で
あ
り
、
院
内
外
の

研
修
へ
の
参
加
や
、
専
門
性
を
高
め

る
研
鑚
を
支
援
し
て
い
く
必
要
性
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

当
院
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地

域
の
方
々
の
期
待
や
信
頼
に
応
え
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
医

療
や
看
護
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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一般財団法人同友会
藤沢湘南台病院 看護部長

鈴 木 弘 惠
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緩和ケア病棟がオープンして約２か月半

がたちました｡ オープンまでの準備期間も

駆け足でしたが､ この２か月半もあっとい

う間に過ぎたという印象です｡

４月から院内の入院患者様および外来通

院患者様の受け入れを開始し､ ５月から他

院からの紹介患者様の受け入れを開始いた

しましたが､ 今までに約��人の患者様が入院されました｡ 平

均在院日数は４月が約��日､ ５月が約��日でした｡ (これは以

前から療養病棟で入院されていた患者様の入院日数も反映さ

れているためと思われます｡) 疾患別にみると肺癌が最も多く､

ついで大腸癌､ 肝・胆・膵等の消化器癌となっています｡

患者様ご家族はそれぞれに､ いろいろな思いを抱いて緩和

ケア病棟に入院されます｡ ずっと緩和ケア病棟がオープンす

るのを待っていてくださったという方もいれば､ 中にはまだ

癌の告知を受け間もない間に紹介されてきた方もいらっしゃ

います｡ 患者様のつらい身体症状を和らげるとともに､ ひとりひとりの様々な思いを受け止めなが

ら､ その方の生き方を支援していかなければなりませんが､ 思うようにはいかないのも緩和医療の

難しさです｡ 呼吸苦やせん妄といった癌の末期特有の症状コントロールがうまくいかなかったり､

スピリチュアルペインへの対応など､ 教科書どおりとはいかず､ どのように声掛けしていけばよい

のか､ どうすればこの患者様のこころのつらさを和らげることができるのかなど､ この２か月半の

間にもその難しさを痛感することが多くありました｡ ま

だまだ身につけなければならない知識や技術がたくさん

あり､ 勉強会等を行いながら個々のスキルアップをはか

ると同時に､ 常にチーム医療を意識し､ 毎日ケアカンファ

レンスを行いながら試行錯誤しております｡ 緩和ケア病

棟のカンファレンスには病棟の看護師やヘルパーさんの

他にも､ がん看護専門看護師､ 薬剤師､ メディカルソー

シャルワーカー､ 理学療法士､ 作業療法士､ 栄養士など､

様々な職種の方々が参加し協力していただいております｡

また精神症状に関しては週に一回神経科医師のもとで精

神科カンファレンスも行っており､ 専門的なアドバイスをいただいております｡

日々悩みながら一歩ずつ歩みだした緩和ケア病棟ですが､ そのような中で退院されたご家族の方

の多くが緩和ケア病棟にごあいさつに来てくださり､ 温

かいお言葉をかけてくださいました｡ このことが私たち

スタッフにとって何よりの大きな励みになっています｡

まだまだ未熟な病棟ではありますが､ スタッフ全員がよ

り専門的な知識や技術を習得し､ チームワークを発揮し

ていくことで､ ｢藤沢湘南台病院の緩和ケア病棟に来てよ

かった｣ と言っていただけるような病棟づくりを目指し

ていきたいと思っております｡

緩和ケア科 医師 � � � �
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ほとんどの皆様が肩こりを経験していると思います｡ では､ 肩こりとは何でしょう？
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【受付時間】 午前８：30～11：00 (診療開始 午前９：00)

午後12：00～15：00 (診療開始 午後13：30)
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※ 枠は完全予約制です｡ 内科／外科／泌尿器科／整形外科の午後診
察は専門外来のみとなり､ 一般外来は休診です｡

※内科専門外来は ｢内科新患担当｣ の医師が診察した上で次回以降の予
約を取ります｡

※大腸肛門科・鈴木院長は事前予約制です｡ 予約外で来院された患者様
は一般外科を含めた他の医師の診察となり､ 診察の中で次回の鈴木院
長の予約を取ります｡ 電話予約は新患の患者様が対象です｡
[大腸肛門科新患専用予約] 0466-44-1477 (受付)月～金 9：00～16：00

※健康スポーツ部の診察は初診時にも予約が必要です｡
[予約] 0466-44-1451 (受付)月～金 14：00～16：00


